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献 呈 の 辞
敬愛 申し上げ る水越 潔教授が,70歳の定 年 を2年 余 されて,こ の度勇退 の途 を選ばれた ことは
私 ども後進に と って誠 に寂 蓼 の感 にたえない ものがあ る。
しか しなが ら,学 校法人 文京学園 よ りの懇請 もだ しが た く,創 設早 々の同学園4年 制大学 の経営
学部長 として ご指導 に当な られ るべ く本学本学部 を去 られ るとい うご事情 を拝 承す れば,永 年 にわ
た りご交誼 ご指導 を頂戴 した私 どもと しては,抑 えが たい惜 別の情 を もた え しの ばなけ れば な らな
い もの と考 える。
顧 れば,先 生 におかれては,本 学政治経済学 部経済学科 を1944年に卒業 された後,都 立高校 の
教 壇に立たれた数 年 をは さん で1953年には本学本学部 に非常勤 講師 として赴 任 され,翌1954年よ
り専任講師 として創設後 日 も浅 い本 学部 の初動充実 期に若 いエネル ギニ を傾注 されたのであ った。
以後1957年には助教授,1962年には教授 に就任 されて本年3.月に至 る まで一・貫 して明治 大学経 営
学部 の教 育研究 の発展 に尽 力 された。
この間,先 生 にはご専門の財務管理論の ご研究 を深 め られ,1971年には 「オー ス トラ リア株式資
本 についての一考察」に より経営学博士 の学位 を授与 され,今 日にいた る まで旺盛な研究活動 を展
開 される一方,1957年以降は学生部委 員,社 会科学研究所運営委 員,本 学部教務主任,経 営 学科長,
社会科学研 究所長,経 営学部長,本 学 評議 員 と,大 学な らびに学部 運営 の重責 をつ ぎつぎに担 われ
てその職 務 を全 うされた。
今 日 まで の150編をこえ るご著書 論文 とこの行政 面 での ご活躍は,先 生が いかに研究 と管 理の両
道 に通暁 した達人 であ られたか を物語 ってい る とい って よい。
加 えて先生は 当意即妙 のユ ーモ アの センスに恵 まれ,私 ども後 進 を含め学生 院生諸 君 をつねに明
るい雰 囲気 で包 んで下 さった。 さいわい,先 生 には ひきつづ き非常勤 講師 として本学部の指導 に当
た られる こととな ってお り,先 生 を中心 とす る明朗な空間 が私 どもの職場 に今後 と も持続 され る こ
とは寂 しさの中の一・掬 の救 いであ る。
ひろ く学 外に おいて も,日 本経営財務研究学会評議 員,日 本経営診断 学会理 事 として学界の発展
に寄 与 された先生 は,現 探 も 日本財務管理学 会常任理事 として研究 の第 一線 で指導的役割 を果 た し
てお られ る。先生のお姿 を通 じて私 ども後 進は学問 とは楽 しい もの(で あ るべ き)だ とい うことを
学ばせて頂いた。 先生 の益 々の ご活躍 とご健康 を心 よ りお祈 り申 し上げつつ,経 営論集第38巻 第
2号 を:こ に謹 んで献 呈 申 し上げ る次第 であ る。
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